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イベント概要 
 
[企業名]  株式会社サンゲツ  
 
[企業 ID]  8130 
 
[イベント⾔語] JPN 
 
[イベント種類] 決算説明会  
 
[イベント名]  2023 年 3 ⽉期決算および新中期経営計画説明会  
 
[決算期]  2023 年度 通期  
 
[⽇程]   2023 年 5 ⽉ 24 ⽇  
 
[ページ数]  80 
  
[時間]   10:00 ‒ 11:32 

（合計：92 分、登壇：65 分、質疑応答：27 分） 
 

  
[登壇者]  4 名 

代表取締役 社⻑執⾏役員   安⽥ 正介（以下、安⽥） 
取締役 財務経理部⻑    助川 達夫（以下、助川） 
執⾏役員 管理担当    近藤 康正（以下、近藤） 
広報 IR 課     ⽩⼾ 良⼦（以下、⽩⼾） 
 

 
*質疑応答の中で発⾔をしたアナリストの中で、SCRIPTS Asia が特定出来たものに限る 
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登壇 
 

 

安⽥： それでは私から、2022 年度決算に関して、最初にご説明を申しあげます。 

2022 年度決算内容ですが、売上⾼ 1,760 億円、売上総利益 563 億 7,000 万円、営業利益 202 億
8,000 万円、経常利益 206 億 9,000 万円、そして当期純利益 140 億円という結果となりました。 
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簡単に要点だけをご説明申しあげますと、ROE として 15.3%、ROIC が 16.5%、Cash Conversion 
Cycle は 77.1 ⽇、売上⾼営業利益率 11.5%、EBITDA として 246 億 8,000 万円。⾃⼰資本⽐率
58.2%、負債⽐率 71.7%、流動⽐率 185.3%。そして期末の現⾦および現⾦同等物が 247 億 6,000
万円、Net Cash184 億円という結果となっております。 

Cash Conversion Cycle77.1 ⽇が⽬標としておりました 65 ⽇に 10 ⽇オーバーしている点、そして
Net Cash184 億円がキャッシュとして⼤きすぎるという 2 点を除きますと、おおむね⼤変良好な
結果を残せたと考えております。 
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過去との数字をご覧いただきますと、営業利益 202 億 8,000 万円は、過去 1996 年度を超えまし
て、26 年ぶりの史上最⾼益という数字でございます。 
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そしてセグメント別の状況を⾒てまいりたいと思います。 

インテリアセグメントについては売上⾼ 1,419 億 4,000 万円、営業利益として 205 億円という結果
となっております。 
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主⼒のインテリアセグメントの内訳をご説明申しあげます。最初に、インテリアセグメントが⽴脚
をしております国内建設市場の昨年度の状況をざっと振り返ってみますと、住宅市場の新築は、住
宅着⼯⼾数 0.4%増と⼾数では増加しましたが、着⼯床⾯積としては 2.3%の減少。リフォームも去
年の 12 ⽉までの数字は 2.5%の減少と、住宅市場は両⽅ともマイナスでありました。 

⼀⽅、⾮住宅市場については、新築に関しては 2020 年度の着⼯の⼤幅なマイナスが時間差をもっ
て内装関連⼯事に影響を及ぼしたことで、22 年度の内装⼯事の市場としてはマイナスであったと
認識をしております。⾮住宅リニューアルも 12 ⽉までの数字ですが、マイナス 4.1%の減少という
数字が発表されております。 
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市場全体としては厳しい状況でありましたが、その中で個別商品の数字を⾒てまいりますと、壁装
材に関しては、業界団体の発表として出荷数量としてマイナス 3.3%、私どもの売上としてはプラ
ス 17.9%、概ね値上げによるものと申しあげてもよろしいと思います。 
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続きまして、床材にはさまざまな種類がありますが、全体としては 0.5%のアップ。それに対して
私どもの売上は 16.2%増でございます。 



 
 

 

サポート 

⽇本    050-5212-7790    ⽶国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

9 
 

 

ファブリックは業界団体の発表数字はありませんが、私どもの売上は 10.5%の増という結果であり
ました。 
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2021 年 9 ⽉に引き続き、2022 年にも 2 回の値上げを⾏う中で、皆さまからお尋ねを受けますの
は、それによって数量、業界シェアはどのような影響を受けたのかという点です。今回はその結果
を簡単にまとめております。 

壁紙、床材、ファブリックのエレメントをさらに分け、各商品別のシェアと数量の影響をここで⽰
しております。 

数量も増え、シェアが増えたのは「リアテック」と呼んでいる、硬質塩ビシートでございます。そ
してガラスフィルムの「クレアス」、「カーペットタイル」の三つの商品群に関しては、数量も増
え、商品も増えております。 

⼀⽅で、数量も減り、シェアも減ったのが、壁紙と塩ビシート床材です。塩ビシート床材は住宅⽤
と⾮住宅⽤がありますが、塩ビシート床材が数量・シェアともに減少しました。 

この⼆つの商品群は私どもにとって主要商品と呼べるものです。この中で壁紙の市場シェアにおい
ては、業界団体の発表数字と弊社の出荷数量等を⽐較し、およそ 0.8％のシェア減少と理解をして
おります。私どもは壁紙において 50%強のシェアを持っています。この中で 0.8%というシェア減
は、リーディングカンパニーとして率先をして値上げを⾏ったこと、それに対して競合から時期お
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よび値上げ幅でさまざまな対抗策が取られた中においては、やむを得ない程度の減少、もしくは健
全な程度の減少幅であると認識をしております。 

⼀⽅で、数量は増加したけれども、シェアが減少したのが塩ビのフロアタイルです。これは、⾒本
帳の発刊から時間が経っていることも要因として挙げられるかと思います。 

さらに、数量は減少したけれどシェアが増加したのが、カーテン・椅⼦⽣地・ロールカーペットと
いう商品群です。これらについては、私どもの数量は減少したものの、それ以上に該当商品におけ
る市場の勢いがなく、シェアは増加したものとなります。 

全体としては、全ての商品において総利益は増加しております。数量減、シェア減という最も好ま
しくない部分においても、⼀定程度の減少にとどめたという点においては、適正な値上げ、そして
シェアの維持ができたと全体の総括をしております。 
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他のセグメントについてご説明いたします。エクステリアセグメントについては、収益認識基準の
適⽤によって⼤きく売上が減少しておりますが、コロナ後の減少が従来のレベルまで回復してきて
います。セグメント利益は減益となっておりますが、成⻑戦略に基づく施策を実⾏する中での販管
費増に伴っての減益です。 
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続いて、スペースクリエーションセグメントですが、売上⾼は年々確実に増加をしております。し
かしながら、この主な要因は施⼯を担うグループ会社の売上拡⼤です。サンゲツの中のスペースク
リエーション事業部の売上も増加しておりますが、これらによりセグメント利益も増加し、増益と
なっております。 
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課題である海外セグメントに関しては、売上⾼は 216 億 7,000 万円と、現地通貨建てでも⼀時期
の落ち込みから回復してきておりますが、売上⾼上昇の⼀番⼤きな要素は円安となります。セグメ
ント損失として 10 億 6,000 万円、依然として⼤きなセグメント損失となっております。 

このうち、2 億 6,000 万円が⼀時的な費⽤、経常的な損失が約 8 億円となっています。⼀昨年度の
セグメント損失 18 億 2,000 万円、このうち経常的な損失 13 億 2,000 万円に⽐べると減少したと
はいえ、依然として⼤きな損失であり、改善に取り組んでおります。 

以上が昨年度の決算の概況です。引き続き、今年度の業績予想に関しても、簡単にご説明を申しあ
げます。 
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今年度の業績予想の前提についてご説明します。まず、外部環境として⽇本の建築市場ですが、住
宅に関しては新築/リフォームともに弱含みで推移する前提です。⾮住宅市場においては、21 年度
の着⼯の回復が内装⼯事等においてもプラスで寄与する⾒通しとしており、リニューアルも増加す
る予想を⽴てております。 

直接的なプラス要因は、⽇本市場における数量の回復に加え、⽶国・東南アジア事業の収益の改善
を予想しております。 

直接的なマイナス要因は、原材料価格の⾼騰に伴う仕⼊価格が引き続き上昇していることに加え、
物流費の上昇が挙げられます。⼀⽅で、グループ各社における賃⾦アップやキャリア採⽤、教育・
研修費等を増加させる中で、販管費が⼤幅に上昇する予想をしております。 

尚、これらのコストアップ要因に対して、価格転嫁、さらなる値上げは前提としておりません。 
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以上の前提に基づきまして、今期の予想としては、売上⾼ 1,830 億円、売上総利益 535 億円、販
管費 385 億円、営業利益 150 億円、経常利益として 154 億円、当期純利益 105 億円の予想として
おります。 
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セグメントにつきましては、従来、インテリア、スペースクリエーション、エクステリア、海外と
しておりましたが、組織の再編を⾏い、インテリアとスペースクリエーションを統合して「国内イ
ンテリア」とし、これに加えて「国内エクステリア」、「海外」と、三つのセグメントとして今後
管理してまいります。 
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セグメント別の業績予想ですが、国内インテリアは売上⾼ 1,535 億円、営業利益 146 億円と、営
業利益においては昨年度⽐ 65 億円の⼤幅な減益予想としております。内訳は仕⼊価格、原材料の
アップによるコストアップ、さらに販管費の拡⼤が⼤きな要因です。 

国内エクステリアは売上⾼ 67 億円、営業利益は 5,000 万円減益の 4 億円としています。これはサ
ングリーンにおける成⻑戦略の実⾏におけるコストアップが要因となります。 

海外は売上⾼ 228 億円、営業利益はブレークイーブンにすることでゼロという予想です。 

合計といたしまして、連結売上⾼ 1,830 億円、営業利益 150 億円の予想であります。 

 

 

 

 

 


